
【参考資料-1】 滋賀県周辺における大水害の発生状況（2000年以降）

２００４ 台風２３号
兵庫の円山川では、
堤防が切れるなど、
４１００haが浸水した。

２００４ 台風２３号
京都の由良川があふれ、
約３０名がバスの上で
助けをまった。

２００４ 台風２１号
三重県宮川村では、
７００mmを超える大雨が降り
土石流が発生。

２００８ ８月豪雨
ゲリラ豪雨で伊賀川が氾濫
し、急な増水で逃げることも
できなかった。

２００２ 台風６号
岐阜県の大谷川があふれ、
むかし遊水地であった住宅街
が浸水。

２００４ 福井豪雨
福井の足羽川が決壊し、
市内が浸水。橋が流され、
交通網がマヒした。

２０００ 東海豪雨
新川などが決壊し、
川からあふれた洪水で
名古屋のまちが水浸しに。

２００９ 台風９号
千種川、佐用川が広い範囲
で氾濫。避難所に向かう途
中の親子が、水路に流され
た。

２００９ 台風

千種川、佐用川が広い範囲
で氾濫。避難所に向かう途中
で親子が水路に流された。



【参考資料-2】 流域治水対策の目標と分類

河道掘削、堤防整備、
治水ダム建設など

地域防災力向上対策 そなえる
水害履歴の調査・公表、防災教育
防災訓練、防災情報の発信など

流域貯留対策
（河川への流入量を減らす）

ためる
調整池、グラウンド、森林、水田
ため池など

氾濫原減災対策
（氾濫流を制御・誘導する）

とどめる
輪中堤、二線堤、霞堤、水害防備林、
土地利用規制、建築物の耐水化など

目標
① どのような洪水にあっても、人命が失われることを避ける（最優先）
② 床上浸水などの生活再建が困難となる被害を避ける

手段
川の中の対策（堤外地対策）だけではなく、「ためる」「とどめる」「そなえる」対策
（堤内地での対策）を総合的に実施する。

ながす
河道内で洪水を安全に流下させる対策

（これまでの対策）



【参考資料-3】滋賀県が管理する河川の延長と流域面積

 指定区間延長（一級河川）からみた主要河川

 流域面積からみた主要河川

50km 以上 （002河川） 2% 野洲川（65.3km）、安曇川（57.9km）

30km ～ 50km未満 （004河川） 3% 日野川、愛知川、姉川、大戸川＊

10km ～ 30km未満 （016河川） 12% 犬上川、余呉川、知内川、天野川、大同川、宇曽川、石田川、
芹川、田川、鴨川、白鳥川、草津川、葉山川、不飲川、和邇川、
信楽川＊

00km ～ 10km未満 （108河川） 83% 狼川、真野川、家棟川、大川、長浜新川、百瀬川、森山川、大
宮川、野瀬川、藤ノ木川、常世川、高橋川＊他

注）琵琶湖へ直接流入する118河川、瀬田川流入12河川、計130河川に占める割合を示す。
注）＊印は、瀬田川へ流入する河川

200km2以上 （003河川） 002% 野洲川、姉川、安曇川

100km2 ～ 200km2未満 （005河川） 003% 日野川、愛知川、天野川、犬上川、大戸川＊

050km2 ～ 100km2未満 （006河川） 005% 長命寺川、宇曽川、余呉川、芹川、石田川、知内川

030km2 ～ 050km2未満 （007河川） 004% 鴨川、大同川、草津川、田川、白鳥川、大石川＊、信楽川＊

005km2 ～ 030km2未満 （036河川） 029% 家棟川、葉山川、大川、真野川、長浜新川、矢倉川、百瀬川、
守山川、大宮川、狼川、他26河川

000km2 ～ 005km2未満 （073河川） 057% 藤ノ木川、常世川、高橋川、他71河川

注）琵琶湖へ直接流入する118河川、瀬田川流入12河川、計130河川に占める割合を示す。
注）＊印は、瀬田川へ流入する河川



【参考資料-4】滋賀県の天井川

 滋賀県には多数の天井川が存在する。代表的なものとして、草津川、家棟川、姉川、高時川、百瀬川などがある。

芹川

日野川（昭和34年伊勢湾台風、
堤防決壊の様子

旧草津川（鉄道が河川をくぐる）

要追加

安曇川日野川

高時川草津川

大砂川（鉄道が河川をくぐる）百瀬川（道路が河川をくぐる）



平成20年8月28日～29日

愛知県岡崎市 記録的な豪雨
により２人が死亡、約３６００
世帯が浸水

平成20年8月5日

東京都豊島区 下水道工事
の作業員５人が流され死亡

平成20年8月16日

栃木県鹿沼市 市道が冠
水、軽自動車に閉じこめられ
た女性が死亡

平成20年7月28日

石川県金沢市 浅野川が
はん濫し、約２０００世帯
が浸水

平成20年7月28日

兵庫県神戸市都賀川が
増水し、児童ら５人が流
され死亡

平成20年7月18日

滋賀県長浜市 短時間
強雨により約２００世帯
が浸水

平成21年8月9日～10日

兵庫県佐用町 佐用川など
のはん濫により、18名が死
亡、2名が行方不明

平成21年7月21日

山口県防府市 特別養護
老人ホームの裏山が崩れ
るなどにより、１４人が死
亡

【参考資料-5】滋賀県周辺におけるゲリラ豪雨による被害

 各地で多発する水害・集中豪雨災害



【参考資料-6】 100年後の降雨量の変化が治水安全度に及ぼす影響

 降水量の変化を予測すると、100年後には現在の概ね1.1倍～1.3倍、最大で1.5倍程度を見込むこと
が妥当。

降水量の変化によって、
河川・水路の整備目標さえも超える洪水が頻発化する

出典）「地球温暖化に伴う気候変動が水関連災害に及ぼす影響について」H20.1 国土交通省資料
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【参考資料-7】滋賀県の河川整備率の推移

 滋賀県が管理する一級河川で、治水安全度1/10を確保するためには、今後100年以上を必要とする。
（残事業費6000億円/年間予算40億円/年（平成20年度ベース））

※滋賀県降雨強度式で10年確率に対応

時間雨量50mm相当※以上の降雨に対応できる区間の延長

改修が必要な区間の延長
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【参考資料-8】滋賀県の河川改修および維持管理に係る予算の推移

 維持管理費の推移（当初予算額）（上段）、河川改修事業費の推移（当初予算額）（中段）

公債費のうち河川・ダム事業関連の返済額の推移（試算）

61.4 58.0 50.8
40.6 37.4 37.7 37.9 38.1 33.7 29.5 27.8 25.9 21.5

65.7
61.0

54.9
54.9

49.4
35.0 35.0 25.6 25.6

21.6
9.9 11.3 15.6

0.0

30.0

60.0

90.0

120.0

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

（
億
円
）

単独河川改修事業費（億円）

補助河川改良事業費（億円）

113.8
124.2

138.8 145.8
156.2 158.9 155.2 154.6 156.4 157.0 161.4

150.7

0.0

30.0

60.0

90.0

120.0

150.0

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

返
済

額
（
億

円
）

公債費

未
集
計

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10



【参考資料-9】流域貯留機能の強化による治水効果（試算）

 畦畔盛土やため池堤体の嵩上げ、校庭・公園の調整池利用、各戸での雨水貯留施設の設置など、現
在の流域貯留機能を強化することにより期待される治水効果は「100年確率洪水に対して数％程度」

貯留水深

（m）

大戸川 安曇川

流域面積 190km2 流域面積 300km2

貯留面積

(ha)

貯留量

（千m3）

流量低減

（m3/s）

貯留面積

（ha）

貯留量

（千m3）

流量低減

（m3/s）

森林保全 － － － － － －

水田貯留 0.15 564.0 846.0 16.5 538.9 808.0 0.0

ため池・利水ダム 1.00 19.9 199.0 3.8 9.1 91.0 0.7

校庭・公園 0.30 5.0 15.0 0.3 2.6 8.0 0.0

各戸貯留 1m3/戸 5,200戸 5.2 0.1 1,545戸 2.0 0.0

他ダム 1.00 － － － － － －

防災調節池 － － － － － －

合計 20.7 999.0 0.7

100年確率洪水ピーク流量
（平成18年時点の評価値）

（黒津地点） 1350.0 （常安橋地点） 3200.0

 現状において、森林土壌などは大きな流域貯留機能を発揮している。機能強化は困難であっても、現
在ある流域貯留機能を保全することが不可欠。

高時川流域における山腹斜面の貯留機能の推定値： 流域面積100km2あたり17,000千m3 ※

※出典） 寶馨・立川康人・児島利治・可児良昭・池淵周一：降雨流出に及ぼす山腹斜面の影響－いわゆる「緑のダム」の洪水調節効果の流域
※出典） 水文学的検討－，京都大学防災研究所年報，第47号B，2004．



昭和45年 霞堤が残されている

平成15年 圃場整備が進み霞堤は撤去されている

撤去された区間

【参考資料-10】霞堤・二線堤の機能の消失、水害リスクが高い箇所での開発

 霞堤の機能が失われた事例（天野川氾濫域）  二線堤の機能が失われた事例（日野川氾濫域）

堰板設置用の
切欠き

歩車道境界ブロックが支障となって、
締め切れない。

堰板を設置するための切欠き部が残されているものの、歩車道
境界ブロックが支障となっている。（平成21年時点）


